

















メリカとも同様の条約を結んだ。1858 年にイギリス等 4 カ国と天津条約を
結び、更に 1860 年には、イギリス・フランス・ロシアと北京条約を締結した。
特にロシアは 1840 年のアヘン戦争、1856 年のアロー戦争で弱体化した清に









































年（明治 38 年）7 月まで劉成禺に支那語の教えを受けていると書いているが、
劉成禺は 1905 年（明治 38 年）に渡米しているので実際には 1904 年迄と思
われる。馮自由、劉成禺とともに著名な革命家の一人に馬君武がいる。『清
国人の日本留学に関する一考察』によれば、日本において創刊された以下の
雑誌の編集者に 3 人の名前が散見できる。『開智禄』（1900 年（明治 33 年）
横浜創刊）には馮自由、『国民報』（1901 年（明治 34 年）東京創刊）には馮
自由、『湖北学生界』（1903 年（明治 36 年）東京創刊）には劉成禺、『新民































































あるように、今わかっているものだけでも全 24 冊のうち 14 冊が中国語に翻
訳され出版されている。このうち 11 冊は渋江が執筆したものである。国立
国会図書館では 1998 年（平成 10 年）に「国立国会図書館電子図書館構想」
を策定し古典籍資料の画像提供に着手、2001 年（平成 13 年）に明治期刊行




































































































































































































大同译书局 1897 年出版。梁启超为此书作《俄土战记序》，1898 年 2 月 11 日，
在《时务报》发表。梁启超认为土耳其衰亡的主要原因有以下两点：“ 内治不修 ”
和 “ 外交不慎 ”。这和 19 世纪末的中国十分相似。沙皇俄国不仅要侵占土耳其，
而且 “ 欲得志英人強賣鴉片記于东方者数百年 ”，其野心始终没有改变。西方
列强争霸，“ 并心注力于中国 ”。在民族危机面前，清政府却 “ 倚强盗以作腹心，
引饿虎以同寝食 ” 在国难当头之际，让中国人民将 “ 俄土之事，悬诸国门 ”，
时时警觉，这是十分有必要的。」（13）于沛も取り上げているように、梁啓超は
序文において、トルコ衰亡の主な原因を「内政の混乱」（“ 内治不修 ”）と「外































ルル号事件勃発後の 1890 年に、万國歴史全書の第 5 巻として北村文夫『土






































国史鉴 ” 高潮中，日本学者涩江保的《波兰衰亡战史》进入中国，在 1901 年
至 1904 年间先后出现了三种译本：一为 1901 年译书汇编社所译出的第一册本；
二为 1902 年江西官报社推出的陈澹然译述《波兰遗史》；三为 1904 年东大陆
图书译印局印刷、上海镜今书局发行的薛公侠译述的《波兰衰亡史》。』（23）と
あり、渋江保の万国戦史第十巻『波蘭衰亡戦史』が 1901 年（明治 34 年）～










澹然訂　波蘭衰亡遺史普通古籍一巻　鉛印本　1916 年民国 5 年」（26）が所蔵
されていることがわかっている。それぞれ出版年は異なるが、万国戦史第十
巻『波蘭衰亡戦史』と思われ、たびたびの再版があったと推察される。三冊





















第一出根据外国史事改编的京剧，原定共 16 本，后来只演出了 3 本，而第一
本 13 场光绪三十二年（1906 年）曾在《警钟日报》上连载。其原名《瓜种兰因》，
后改名《波兰亡国惨》，这里的 “ 瓜 ” 有种瓜得瓜，种豆得豆的意味，又暗喻波











独秀早年事遺的新資料」に、1901 年 4 月 3 日創刊された翻訳刊行物『励学
譯編』第一期に訳者のひとりとして次のように名前が散見出来る。「《励学译
编》（The Translatory Magazine）是 20 世纪初我国早期翻译刊物之一 ,1901
年 4 月 3 日（光绪二十七年二月望日）创刊 , 在苏州出版。这一月刊为吴县汪















































问世 , 商务印书馆推出的一种 , 署为 " 中国国民丛书社译 ", 人演译社社员 " 翻译、
该译社出版的一版本 , 书名直接承袭了日文本 , 题为《法国革命战史》』（39）こ
こに記載の「三月和四月」は、この文章の前後関係から、1903 年であるこ
とがわかる。つまり、万国戦史第十八巻『佛國革命戦史』（佛國革命戦史）は、
1903 年 3 月と 4 月に続けて矢継ぎ早に漢訳出版されたことになり、その関
心の高さが見て取れる。「人演译社社员 " 翻译」となっているが、人演社社
員が誰であったのか次の資料に明記されている。叶舟の『馆史近代知识群体




































2005 年（平成 17 年）にマイクロ化されたものが全国図書館文献縮微中心と
河南省図書館に所蔵されていて、「著者、澁江保、訳者、薩憂敵」との記載
がある。また、「连接附注」に「Reproduction of　英国革命战史 专著【上海】
















Ｎｏ 巻数 万国戦史 実質執筆者 漢訳万国戦史 訳者
1 2巻 英清鴉片戦史 渋江保 英人強賣鴉片記 湯叡
2 6巻 露土戦史 渋江保 露土戦紀 湯叡
3 6巻 露土戦史 渋江保 俄土戰史 袁嘉穀
4 8巻 普墺戦史 渋江保 普奧戰史七編 附録一編 趙天驥
5 10巻 波蘭衰亡戦史 渋江保 波蘭遺史一巻・波蘭遺史 陳澹然
6 10巻 波蘭衰亡戦史 渋江保 波蘭衰亡史 薛蟄龍
7 12巻 印度蚕食戦史 渋江保 印度蚕食戦史 汪郁年
8 17巻 英國革命戦史 渋江保 英國革命戦史 薩憂敵
9 17巻 英國革命戦史 渋江保 英國革命戦史 薩夏厰
10 18巻 佛國革命戦史 渋江保 佛國革命戦史 蒋維喬

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































重ねた。その結果、万国戦史 24 冊中 14 冊が漢訳され、しかも、植民地獲得
戦争や独立戦争、革命戦争等をテーマにした特定の万国戦史が漢訳されてい










（1）  藤元直樹『渋江抽斎歿後の渋江家と帝国図書館』（参考書誌研究第 60 号 2004
年 3 月）105 頁
（2）  東京大学の鴎外文庫書入本画像データベース『抽斎歿後』122 頁（頁が付記
されていないため便宜的に付した。）
（3）  東京大学の鴎外文庫書入本画像データベース『抽斎歿後』121 頁（頁が付記
されていないため便宜的に付した。）
（4）  孫倩『清国人の日本留学に関する一考察』（早稲田大学社学研論集 18　2011
年 9 月）
（5）  黄興濤『《自省与「他者」明恩溥与清末民国时期的民族性改造话语《中国人的
气质》在华传播研究》』（近代文化史研究 2007 年 5 月）
（6）  王鼎『雑誌『湖北学生界（漢声）』から見た清国日本留学生の諸活動』（現代




气质》在华传播研究》』（近代文化史研究 2007 年 5 月）
（8）  東京大学の鴎外文庫書入本画像データベース『抽斎歿後』123 頁（頁が付記
されていないため便宜的に付した。）
（9）  深澤秀男の『変法運動と日本横浜中国大同学校』（岩手大学 ArtesLiberales 
No.42）52 頁
（10） 于海英『清議報及びその周辺』（山口大学異文化研究 10 巻　2016 年 3 月 31 日）
50・51 頁




（13） 于沛『中国世界史研究译介时期的俄苏史』（《史学集刊》（长春）2006 年 04 期）
ネット検索日 2019 年 6 月 30 日
（14） 湯叡訳『英人強賣鴉片記上冊・下冊』（大同譯書局　戊辰三月）大同書局各種
書目
（15） 中国蔡元培研究会編『蔡元培全集 15 巻』（浙江教育出版社　1998 年 11 月）
186 頁
（16） 李海『梁啓超研究　その日本滞在期を中心に』（名古屋大学大学院国際言語文
化研究科 2014 年 3 月）15 頁
（17） 三沢伸生『明治期の日本社会における露土戦争の認識』（東洋大学社会学部紀
要第 54-1 号 2016 年）50・51 頁
（18）袁嘉穀訳『俄土戰史』（京師五道廟售書處　光緒 34 年 7 月）表紙
（19） Bai 百科『袁嘉谷』ネット検索日 2020 年 5 月 23 日　張誠、閻秀冬『袁嘉谷
先生評傳　紀念袁嘉谷先生逝世六十週年』（《雲南文獻》第 27 期　1997 年（平
成 9 年））ネット検索日 2020 年 5 月 23 日
（20）袁嘉穀訳『俄土戰史』（京師五道廟售書處　光緒 34 年 7 月）版権
（21） 邢方贵『清朝末任郧阳知府伍铨萃』（2016 年 11 月 2 日）ネット検索日 2020
年 5 月 23 日
（22）袁嘉穀訳『俄土戰史』（京師五道廟售書處　光緒 34 年 7 月）
（23） 邹振环『晚清波兰亡国史书写的演变系谱』（《南京政治学院学报》2016 年第
20164 期）ネット検索日 2018 年 11 月 29 日
（24） 譯書彙編社訳『波蘭衰亡戦史第一冊』（譯書彙編社　明治 34 年 11 月 30 日）
表紙・版権・小引
（25）Bai 百科『陈澹然』ネット検索日 2020 年 5 月 23 日
（26） 澁江保撰　陳澹然訂『波蘭衰亡遺史普通古籍一巻』（古籍館普通古籍閲覧室（国
家図書館）鉛印本　1916 年民国 5 年）2018 年 11 月 29 日
（27） 澁江保原著　薛蟄龍（薛公侠）訳述『波蘭衰亡史』上海鏡今書局 1904 年（全
国図書館文献縮微中心（国家図書館）2017 年、マイクロフィルム化）ネット
検索日 2018 年 11 月 29 日




検索日 2018 年 11 月 29 日
（29） 寇振鋒『『三十三年目の夢』の漢訳本『三十三年落花夢』について』（名古屋
大学学術機関リポジトリ言語文化論集　2009 年 10 月 9 日）53 頁
（30） 湯叡訳『英人強賣鴉片記上冊・下冊』（大同譯書局　戊辰三月）大同書局各種
書目
（31） 梁啓超『波蘭滅亡記』（飲冰室専集之十四）（上海中華書局　1941 年）1 ～ 3
頁
（32） 豆瓣『汪笑侬的新编京剧《瓜种兰因》』（2019 年 5 月 26 日）ネット検索日
2018 年 5 月 23 日
（33） 鄔国義『陳独秀早年事遺的新資料』（近代史研究 2003 年第 2 期 2003 年）227
頁
（34） 毛策『包天笑文學活動側影：編輯生涯述略』（清末小説研究会第 15 号 1992 年
12 月 1 日）ネット検索日 2018 年 12 月 8 日
（35） 周振鹤『《译林》在中国学术界留下的印记』（文汇报　2017 年 9 月 29 日）ネッ
ト検索日 2018 年 12 月 8 日
（36） 史革新『清史镜鉴：部级领导干部清史读本中巻　晚清西学东渐與新史学的发轫』
（国家清史编纂委员会文化部清史纂修與研究中心编）2010 年 11 月　ネット検
索日 2018 年 12 月 26 日
（37） 実藤恵秀監修『中国譯日本書綜合目録』（中文大学出版社 1980 年）500 頁
（38） 『国学大師』ネット検索日 2018 年 12 月 8 日
（39） 夏晓虹『晚清女性與近代中国　第七章接受过程中的演绎』（北京大学出版社
2004 年）193 頁　ネット検索日 2018 年 12 月 26 日
（40） 叶舟『馆史近代知识群体的典型代表：商务印书馆的 “ 常州帮 ”』2016 年 9 月 9
日ネット検索日 2018 年 12 月 28 日
（41） 史革新『清史镜鉴：部级领导干部清史读本中巻　晚清西学东渐與新史学的发轫』
（国家清史编纂委员会文化部清史纂修與研究中心编）2010 年 11 月　ネット検
索日 2018 年 12 月 26 日
（42） 訳者桂林趙天驥『戦史叢書第一集第一編普墺戦史』（上海商務印書館　光緒
28 年　1902 年（明治 35 年））表紙・版権・本文第 1 頁
（43） 史革新『清史镜鉴：部级领导干部清史读本中巻　晚清西学东渐與新史学的发轫』
（国家清史编纂委员会文化部清史纂修與研究中心编）2010 年 11 月　ネット検
索日 2018 年 12 月 26 日
（44） 作新社図書局『美国独立戦史』（発行者　作新社図書局 1903 年 9 月 12 日）版
権　ネット検索日 2018 年 11 月 29 日
（45） 全国図書館文献縮微中心『英国革命戦史（縮微品）』（2005 年）ネット検索日
2018 年 11 月 29 日
（46）河南数字図書館『英国革命戦史』（1903 年）ネット検索日 2020 年 1 月 12 日
（47）河南数字図書館『英国革命戦史』（1903 年）ネット検索日 2020 年 1 月 12 日




学社会　システム研究第 22 号　2011 年 3 月）111・112 頁
（50） 絹川浩敏『「文人書店」から近代的出版機構へ　開明書店の歩み』（立命館大
学社会システム研究第 22 号　2011 年 3 月）112 頁
（51） 张仲民『晚清上海书局名录』（上海百家出版社　2009 年 10 月版）359 ～ 367
頁　ネット検索日 2020 年 4 月 3 日
（52） 薩憂敵『英国革命戦史』（支那繙譯会社　1903 年 5 月 25 日）ネット検索日
2018 年 12 月 26 日
（53） 楊韜『近代上海における日本語メディアの一考察 雑誌『上海』を中心に』　（国
研紀要 146）2015 年 11 月）235 頁
（54） 韓韡『清末における下田歌子著『新選家政学』の翻訳・出版について』17 頁
（55） 樽本照雄『新小説の発行年月日と印刷地 2』（大阪経大論集第 53 巻第 2 号
2002 年 7 月）377 頁・378 頁
（56） 曹勤『中国産業近代化初期における企業基盤　清末期の重工業成立』（帝京経
済研究　第 36 巻第 2 号　2003 年 3 月）79 頁
（57） 劉建輝『日本の近代化と上海　もう一つの開国物語』（中国国際シンポジウム
1997 年 3 月 31 日）201 頁
参考文献
（1）鄔国義『陳独秀早年事遺的新資料』（近代史研究 2003 年第 2 期　2003 年）
（2）沢本香子『蒋維喬と日本人　蒋維喬日記』（清末小説　1990 年 13 号）
（3） 史革新『清史镜鉴：部级领导干部清史读本中巻　晚清西学东渐與新史学的发轫』
（国家清史编纂委员会文化部清史纂修與研究中心编）2010 年 11 月　ネット検
索日 2018 年 12 月 26 日
（4） 中村忠行『檢證：商務印書館・金港堂の合辧（三）』（清末小説 第 16 号　1993
年 12 月 1 日）ネット検索日 2020 年 5 月 23 日
（5） 沢谷昭次『『英人強賣鴉片記』をめぐって』（山口大学教養部紀要第 17 巻 1983
年 10 月）
追記
・文中の万国戦史書名に続く括弧内の書名は、漢訳万国戦史を示す。
・ 漢訳万国戦史の訳者、汪郁年・趙天驥・薩憂敵・薩夏厰については、中国の百度
百科や中国 WEB サイトで検索したが経歴などが不明であった。

